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しろはく活動記録  

古地図と城の泉 第２３号  

           謎の天満御陣営図 

           篠山藩慶安２年福知山城攻陣立 

           桜井成広・本田昇所蔵資料目録 

           江戸初期小諸領絵図２点 

           箱根登山鉄道鳥瞰図原画 

           朝鮮輿地図 木版１３図日本含 

                           平成２７年１０月１日 

しろはく古地図と城の博物館 富原文庫 

――――――――――――――――――――――――――――― 

  城郭現地調査報告及び資料調査 

博物館事業報告 

１・謎の天満御陣営図  

彩色絵図 １０８ｘ１２０ｃｍ １辺２００ｍほどの堀、石垣、土塁に囲まれた防御施設が描か

れている。南に大手があり、８間四方の内枡形を形成している。さらに南に堀より広い河が流れる。

絵図には西南に武具蔵、裏鬼門除け、東部に通用御門、西北隅に塩硝蔵、北に不浄門と馬場、東北

角に鬼門除けと御米蔵、西に用心御門、中央に御殿、周囲に１４基の長屋、御殿裏に稽古場がある。

さらに精緻に建築間取りが描かれており、作事方会所、射場鉄砲小屋、供待、牢屋、雪隠まで描か

れている。縄張は近世の構造、城郭構造である。本能寺のような防衛寺院にも見えるが、内部に寺

院建築のような建造物は見当たらない。天満にこのような施設の記録はなく、天満本願寺も検討し

てみた。天満本願寺は信長によって大坂を退去させられて以降、秀吉によって紀州鷺森から、泉州

貝塚、天満、京都と目まぐるしく移動させられる。天正１３年１５８５年４月秀吉による沙汰があ

り、今の造幣局のあたりに移築させられ、天満本願寺跡発掘調査報告書Ⅰによると８月４日から阿

弥陀堂の建立に着手し、３０日には門主顕如が移っている。天正１９年１月１５９１年京都に移転

させられた。わずか７年の遺構であり、その構造はよく知られていない。絵図は戦国大名に相当す



る山科本願寺の要塞や、５００ｘ８００ｍといわれる石山本願寺城のような強度な防衛施設ではな

い。秀吉がそのような建築を本願寺に許すとは思えない。唯一の研究である伊藤毅氏の「摂津天満

本願寺寺内町の構成」では秀吉が寄進した寺内町の規模は東西７町、南北５町（７６０ｘ５４５ｍ）

とされ、その位置も確定しておられるが、そこでは、ルイスフロイスの記述として、秀吉は不穏な

動きを抑制するために、「街の周囲に垣を設けたり、濠を作ることを許可しなかった」とある。絵

図には阿弥陀堂等の寺院建築は見られず、又、堀土塁があり、本願寺でないことは一目瞭然である。

絵図の正体は入手後２０年を経過し、謎のままである。あえて言えば、天満御陣営図という題箋に

も、疑問がある。本紙上に天満の文字は見当たらないうえ、位置情報は記入されていない。天満と

いう地名も大阪以外に見当たらない。 

 

２・前回掲載熊本城御城内絵図について  

熊本城調査研究センターさんからご連絡をいただいた。所在不明とした御城内絵図は熊本藩主細川家お抱え

絵師狩野家の御子孫から平成２６年、昨年１１月１４日にセンターに寄贈されたとのことです。富原文庫本

御城内絵図は昭和３６年の写しですが、原本絵図には付箋等の剥離もあり、調査に来られるとのことです。

同センターの木下泰葉氏の調査では絵図は多数の書き込みから「１８世紀後半の熊本城内の状況を確認でき

る唯一の資料」としている。また、飯田丸の調査では多数の書き込みから絵図は「元文３年以降の熊本城内

の建築物の解体を記録し、明和６年に予定された改修箇所の未着手分を示したものと想定できる」とされて

いる。先に絵図の写しが、昭和９年の熊本市教育委員会所蔵図とお伝えしたが、これも熊本博物館所蔵に移

管されているとのこと。調査研究センターの絵図は原本であり、この昭和９年の写しと奈良文化財研究所所

蔵のガラス乾板があり、本丸中心部のみ撮影されているという、これは原本の撮影ではないという。本絵図

は熊本城調査研究、復元の建築平面基本図として捉えられている。遠路来訪されるとのことですので、富原



文庫所蔵熊本城南面図版木や明治１１年の市街地図等関連資料を準備できればと考えて居る。 

日程調整の結果、こちらで詳細な検討をしていただくには無理があると判断し、原品確認、撮影調査の後、

必要があれば絵図をお貸し、熊本で原図と比較し調査していただくこととした。 

３・本田昇青焼縄張図５７城目録 

 本田昇さんの縄張図集が刊行されましたが。整理していたら、彼の図面が出てきました。図集に

収録されているかどうかは確認していませんが、すべて青焼き、焼けなし、保存状態は完全、彼の

朱印が押してあります。順不同です。本来彼の１３回忌に出てくればよかったのですが。追悼号に

は探しきれませんでした。彼の貴重な活動記録です。当時の彼のすべての縄張図かと思います。も

し、図集に未収録であれば、画像を公開します。 

 狩野城 静岡県田方郡天城湯島町 １９７５・２・１０ １２００分１ ２枚 

 柏久保愛宕城 静岡県田方郡修善寺町 １９７５・２・９ １２００分１ ２枚 

 田代（古）城 同所 １９７５・２・９ ９００分１ 

 沢山城（三輪城） 東京都町田市三輪町１８９１ １９７２・１０・９ １９７４・１１・９ ３

０００分１ 

 鎌田城 静岡県伊東市 １９７５・２・１１ １３００分１ 

 亀浦城 １９７６・１１・２２ 

 宮野城 群馬県利根郡新治村猿ヶ京 

 箱崎城 群馬県利根郡新治村布施 

 甲斐要害山 甲府市上積翆寺丸山 １９７２・１・１６ １２５０分１ 

 躑躅ヶ崎館 甲府市古府中町 １９７２・１・１５ １５００分１ 

 遠江諏訪原城 静岡県榛原郡金谷町牧ノ原 １９７１・１１・２４ １２５０分１ 

 遠江小山城 静岡県榛原郡吉田町上吉田 １９７２・１１・５ １３００分１ 

 信濃岡村城 長野県小県郡川西村岡 １９７２・５・６ １２００分１ 

 興国寺城 静岡県駿東郡原町根小屋 １９７４・２・９ １４００分１ 

 伊那大島城（台城） 長野県下伊那郡松川町 １９７４・４・２ １０００分１ 

 武蔵杉山城 埼玉県比企郡菅谷村杉山６０４番地 １９７１・１１・１４ １９７３・４・７ １

９７３・１１・２３ １９７４・５・１１ １２５０分１ 

 八王子市片倉城 昭和４５年４月２９日 ５０年５月１日 ５０年６月１日 １０００分１ 

 上州根小屋城 １９７０・９・２８ １９７４・２・２４ １２５０分１ 

 辛垣城 東京都青梅市 １９７１・５・１７ １９７５・４・２０ １０００分１ 

 武州松山城 埼玉県比企郡吉見町 １９７２・１１・１２ １２５０分１ 

 信濃替佐城 長野県下水内郡豊田村大字豊津字北大洞 １９７３・３・２５ １３５０分１ 

 近江観音寺城 滋賀県蒲生郡安土町 昭和４５年８月２６－３１日 昭和４６年３月２－４日

２２－２３日 １２５０分１ 

 高天神山城 静岡県小笠郡城東町上土方 １９７３・３・４ １２５０分１ 

山中城 千葉県山武郡芝山町山中 １９７４・３・１７ １０００分１ 

青梅市勝沼城 １９７１・５・９ ８・７ １５００分１ 

慶南の倭城趾要図 １００万分１ 

白山城 韮崎市神山町 １９７３・１・１４ ２枚 

多聞山城 １９６９・１ ３０００分１ 

枡形城 青梅市（辛垣城東南） １９７５・４・２０ １０００分１ 

越中増山城 １９７４・１０・１２ １０００分１ 



林城 茨城県鹿島郡大野村 １９７５・２・６ １２５０分１ 

岩村城 岐阜県恵那郡岩村町 １９７４・１１・３０  

郡上八幡城 １９７４・１２・２ １５００分１ 

広島城 １９７２・８・２７ １０００分１ 

松倉城 １９７３・５・３ １２５０分１ 

川崎城（塩谷城） 栃木県矢板市川崎反町館川地内 １９７６・２・２１ １２５０分１ 

吉田城 １９７３・３・３  

人吉城 熊本県球磨郡人吉町 ２０００分１ 

喜連川城 栃木県塩谷郡喜連川町 １９７５・３・２２  

戸倉城 東京都西多摩郡五日市町 １９７１・９・２６ １０・３１ １２５０分１ 

太田原城 １９７５・２・２１ １２５０分１ 

羽生田城 栃木県下都賀郡壬生町 １９７５・３・２３ １２５０分１ 

小山城 栃木県小山市 １９７４・１１・１７ １２５０分１ 

福山城 広島県福山市 １９７２・８・２５ １０００分１ 

白旗城 栃木県那須郡黒羽町 １９７５・３・２１  

足利氏館 栃木県足利市家富町 １９７５・５・１１ １２５０分１ 

中城 １９７５・１・１ 

木原城 茨城県稲敷郡美浦村 １９７５・２・１６ ２５００分１ 

東林寺城 茨城県稲敷郡牛久町 １９７４・４・２８ ２５００分１ 

唐沢山城 １９７４・１２・９ １２５０分１ 

犬飼城 栃木県宇都宮市 １２５０分１ 

福岡城中心部現状 １９７６・１１・２７ １５００分１ 

津山城 岡山県津山市 １９７２・８・２９ １５００分１ 

大和信貴城 奈良県生駒郡平群町信貴山 １９７０・１２・２５ １５００分１ 

武蔵滝山城 八王子市 １９７１・３・２９ 以降７回省略 １５００分１ 

上総土気城 １９７３・１・２１ １・２７ １２５０分１ 

春日山城・春日山城２ 新潟県上越市 １９７２・４・２９－３０以降３回５日 １２００分１ 

これらは昭和５４年生前、本田昇氏より手紙ともに、恵送いただいたものです。５７城をリスト

アップしましたが、当時、これらの複製、出版を検討しており、図面サイズがまちまちで、大きい

ものは縮尺の必要があり、完成しませんでした。 

縄張図は大体１２５０分１を基本にされていたようです。地域は遠く沖縄にまで及んでいます。

巨大で著名な城郭も何日もかけて調査される一方、１日で素早く調査された例に彼の技量を感じさ

せます。城名、所在地、調査年月日、縮尺をリストアップしました。未記入のものは未記載です。

縄張図に彼の業績を見、改めて、本田昇の冥福を祈ります。 

同じ資料群に小生の和田山城調査図（加賀国能美郡寺井町和田）２百分１昭和５４年５月や摂津

芥川城調査図昭和５１年１１月２５日もあり、懐かしい思いでした。 

４・桜井成広作成城郭資料所蔵目録 

 桜井先生がなくなられて、どれほど経つだろうか。日本城郭協会学生研究会顧問として、日本城

郭近畿学生研究会のお世話もしていただいた。その桜井先生の作成資料が５年以上前に古書市場に

出て、できるだけ揃えるようにした。思えば先生の八王子の城郭博物館にお誘いいただいて、訪問

できずにお別れした。 

１・山鹿図大坂城本丸（生写真）３５，５ｘ４３ｃｍ 陸軍参謀本部旧蔵焼失絵図 



２・山鹿図大坂城本丸 桜井成広写彩色絵図 ３１ｘ４０ｃｍ 「陸軍築城部本部本邦築城史編纂

委員会保管品、偕行社所蔵品、昭和十一年春、桜井成広透写、昭和十二年二月二十八日大阪毎日新

聞に発表、原品は昭和二十年の空襲にて焼失という。」と桜井の自筆記事。原寸複製絵図 

 なお、富原文庫には中井家の２枚、広島浅野文庫の１枚に続いて、現存４枚目、紙上５枚目の『摂

州大坂本丸』と記された図がある。又、井上宗和による浅野文庫豊臣本丸図の肉筆写しも所蔵して

いる。 

３・山鹿図城塞繹史所収豊臣時代大坂城本丸図 ４２ｘ５７ｃｍ 昭和３３年桜井成広再透写図 

彩色絵図  

４・３図の青焼き 

５・豊臣時代大坂城本丸（天正時代と推定） 参謀本部及び中井家絵図に基ずく桜井の復原図 彩

色絵図 ３８ｘ４８ｃｍ 

６・豊臣大坂城本丸製図版下 ２８ｘ３９ｃｍ 

７・１図コピーに着彩 ３０ｘ４２ｃｍ 

８・豊臣時代大坂城本丸図 ６を印刷した図 ２２ｘ３１ｃｍ 

９・豊臣時代大坂城本丸復元地図 昭和４６年 ４０ｘ５６ｃｍ 彩色絵図 

１０・９図コピー３枚 

１１・模型の復原図 昭和３３年 彩色絵図 ４２ｘ５７ｃｍ 

１２・豊臣氏時代大坂城本丸推定図 １３００分１ 昭和４６年４月１７日完成 赤字記入１色 

３８ｘ４９ｃｍ 

１３・豊臣時代城本丸推定図 昭和３３年３５ｘ４２ｃｍ 

１４・豊臣時代大坂城本丸図 桜井成広修正図 昭和４６年 ３９ｘ５１ｃｍ 

１５・豊臣時代大坂城本丸図 赤線書き ３２ｘ５１ｃｍ 

１６・豊臣時代大坂城本丸図模型製作用 ３０ｘ４１ｃｍ 

１７・豊臣時代大坂城本丸図 昭和２６年４月 ３８ｘ５４ｃｍ 

１８・豊臣氏徳川氏大坂城本丸古今対照図 昭和２６年 ３８ｘ４９ｃｍ 

１９－２３・１８図の考証図 

２４・１８の印刷図 ２２ｘ３２ｃｍｘ２枚 

２５・１と同一写真 

２６・中井家２図、浅野文庫図のコピー多数 

２７．豊臣時代大坂城本丸図の修正第４図 昭和３３年 青焼 ４２ｘ５９ｃｍ 

２８・徳川氏大坂城本丸図 昭和３３年 青焼き ４２ｘ５９ｃｍ 

２９・豊臣時代大坂城天守推定復原図・東西断面・南側立面・阿部備中守時代大坂城本丸図等１８

枚コピー 

３０・豊臣大坂城全域図・徳川豊臣対照図・大坂御城御本丸略絵図文化６年・豊臣大坂城天守復元

図・豊臣大坂城本丸図２枚等からコピー 

３１・聚楽第推定復原図 昭和１７年 カラーコピー 

３２・徳川時代大坂城山里曲輪図 昭和２２年写コピー 

３３・高田城３重櫓復元資料 鉛筆書き推定復原図等２５枚 

３４・天秤町と分銅町 岩田重雄 

３５・安土城原稿１０枚 桜井成広 

３６・徳川氏時代大坂城本丸図 ３６ｘ４８ｃｍ 

３７・大坂城本丸内ボーリング地点該略位置図 



３８・徳川氏大坂城本丸図 昭和３３年 ４１ｘ５３ｃｍ コピー３枚 

３９・３８図コピー 

４０・徳川氏時代大坂城本丸図１３００分１地図 ４１ｘ８０ｃｍ 赤書原図とコピー５枚 

４１・大坂城古写真コピー４枚 ３１ｘ４４ｃｍｘ４枚 

４２・近世日本覇府豊臣氏の大坂城徳川氏の大坂城２５０００分１比較研究図 平成２年より平成

３年 ４３ｘ６０ｃｍ 原図とコピー 

４３・豊臣時代天守推定復原図 青焼き２枚 ３２ｘ６０ｃｍｘ２枚 

４４・信玄館鳥瞰図下絵 昭和２６年 ３７ｘ６０ｃｍ 原画とコピー 

４５・安土城趾天主閣附近図 ６００分１ コピー ５７ｘ４９ｃｍ 

４６・後藤林太郎氏書状地図 安蘭城図 小田原の役の際の北條方水軍城 

４７・古写真類コピー数十枚 

以上は２冊の大型ファイルに収納されている。 

４８・戦国名将の居城抜粋 現存する豊臣の血統 桜井成広 コピー５部 

４９・安土城趾天主閣附近図青焼き 昭和４４年４月富原道晴君恵贈とある 

５０・トレぺ大坂、江戸周辺図 

５１・安土城天守推定断面図、平面図 鉛筆書き草稿８枚 

５２・松岡利郎安土城本丸推定復原図鉛筆書き 手紙 昭和４１年１０月１２日 

５３・ＮＨＫスペシャル復原安土城。黄金の天守 平成４年７月５日２１時 台本 

５４・特別史跡安土城跡修理工事報告書Ⅰ写真版コピー 

５５・東海古城研究会機関紙『なつくさ』１－１８号 昭和４０年―４２年 柳史朗 

５６・安土城天守資料 模型写真１３枚・指図写真１０枚・郷君発見鯱瓦断片写真・実測図・シャ

ルボア安土城 

５７・富原送付安土城資料 シャルボア・近江名所安土城・古都・実測図 

５８・特別史跡安土城跡発掘調査の成果 安土城郭調査研究所 

５９・安土記九 蓬左文庫所蔵コピー 三種 

６０・銅の城安土城の天主閣 井上宗和 銅ものがたり 

６１・安土城天守の外観 桜井成広 城郭ニュース ３部 

６２・富原道晴氏礼状 

６３・安土城天守の推定復元模型 城郭連載 １－５ 

６４・日本城郭協会近畿学生研究会設立記念第１回近江八幡城・安土城見学会パンフレット 

６５・城郭及び建築絵葉書 御香宮５枚・西教寺２枚・有馬城跡妙見山之景・高輪旧景・芝旧景・

品川町並・福山城天守・伏見櫓・荻原一青尼崎城版画・津城趾・大仏方広寺・妙法院・城郭縄張古

図・豊国廟 

６６・桜井成広宛手紙、版画、写真、絵葉書類。自筆資料数１００枚 

６７・伏見東本願寺桃山城物見御殿 

以上、桜井先生がいかに多くの方を指導されていたか、窺い知る資料でした。なお、富原文庫にも

豊臣大坂城本丸図を所蔵している。 

５・江戸初期小諸領絵図・小諸領内絵図立科周辺図 

 小諸領之図とする国絵図形式描画方法の彩色絵図 １５２ｘ２４０ｃｍ 年代の記載はないが

周囲に知行書として、仙石越前守武石領、塩田組、水野隼人正知行松本領江、松平釆女知行、上州

蒲原領真田伊賀守知行が記入され、内、真田伊賀守は在任１６３５－１６８８年、水野隼人正忠直

は１６６８年藩主に赴任していることから、１６６８－１６８８年の絵図と推定される。陸軍省の



明治５年巨大な小諸城絵図とともに、改めて公開できればと考えて居る。 

 此の後、８月２６日地元の骨董商から小諸領内地図を紹介された。立科町周辺のみであるが、は

るかに大縮尺で描かれており、細谷新田に古城のような地割が見えるが、該当地に既存遺跡は存在

しない。 

 

６・久保田光亭水墨画昔日堀端八景集 

 駿府城周辺風景 １９８５年 久保田光亭水墨画集 色紙８枚解説付き 三日月堂版 限定１

５０部 タトウ・元箱入り 大判色紙に印刷 北間橋・二ノ丸橋遠望・水枯れの中堀等８枚 

新収集情報報告 

  掲載は入手順に入手後、翌日に記載しています。メモ代わりの備忘録ですので順不同です。 

 掲載分類は城郭図、城郭錦絵は城郭、群馬地図、資料は群馬、錦絵地図は錦絵、地図類は航空写

真も地図、錦絵軍事、砲術、調練は軍事、後はタイトル通りです。 

１・古絵図・古地図 

 最新番地入り実測大横浜市全図 昭和５年 ５５ｘ７８ｃｍ 日本地理附図研究所 裏横浜市

中区詳細図・横浜名所案内・横浜市新町名表 

 日光山廻場絵図 肉筆彩色絵図 ３９ｘ５４ｃｍ 日光の守備担当を記入した絵図 滝尾松平

丹波守廻場・龍円坊板倉伊予守廻場・小釆川内藤大和守廻場・足尾口松平周防守廻場  

 新選大日本地図 明治２１年 銅版色刷 ７４ｘ１０１ｃｍ 千島諸島含む  

 名所画入諸方道中記全 明治２０年 木版 三上真助 １４ｘ１３８ｃｍ 

 官許飛騨国全図 内題官許飛騨国中全図 明治木版色刷 ５９ｘ８１ｃｍ 松村梅宰 

 田園調布５０００分１地形図 昭和２１年仮製版 日本地形社 ７９ｘ１０７ｃｍ 

 北田氏等面積世界白地図 昭和１６年 北田宏蔵 古今書院 ４７ｘ７９ｃｍ 

 楕円等面積世界白地図 昭和１０年 北田宏蔵 古今書院 ６７ｘ９４ｃｍ 

 精密東亜白地図 ７９ｘ１１０ｃｍ 古今書院 

 横須賀市及三浦めぐり 常光鳥瞰図 昭和６年 １７ｘ７０ｃｍ 



 小諸領絵図 細谷新田・茂田井村・芦田町周辺図 題、年代は記入されていない。通常であれば

収集対象外であるが、細谷新田に古城のような田と畑の地割が見られる。『長野県の中世城郭跡』掲

載地図上で検索したが、該当地に城跡の記載はない。先に紹介した小諸藩領図と比較しても部分的

であるが、はるかに大縮尺で描かれている。 １２１ｘ１７０ｃｍ 彩色絵図 別に写真掲載 

 神奈川県管下久良岐郡日野村縮切図 明治１０年 小原與左衛門編 アトラス 日野村は日下

村となり、昭和２年横浜市中区となる。日野村全図と２７の詳細字切図 

 嘉永２年新潟真景不老志貴 花田屋 ９０ｘ９３ｃｍ 複製風呂敷 

 江戸絵図 天保補益再版１８３０年― 高井蘭山校訂 木版色刷 タトウ入り ７０ｘ９２ｃｍ 

吹き出し付 

 江戸地図 文久元年改正１８６１年 村田屋彦兵衛板 木版墨刷 タトウ入り ６９ｘ９５ｃｍ 

吹き出し付 

 皇都細見図 元治新撰１８６４年 木版色刷 ５２ｘ７５ｃｍ 京都地図 

 海陸道中大日本早引道中記 内題大日本道中早引細見図 天保８年１８３７年再刻 ３９ｘ１

１８ｃｍ 木版墨刷 

 改正京町絵図細見大成洛中洛外町々小名全 天保２年竹原好兵衛 考証池田東籍亭画工中邑有

楽斎 木版墨刷 最大の木版京都絵図 １４４ｘ１７６ｃｍ 

 下野国全図全 藍澤甲子太郎著 明治１８年 銅版 ４８ｘ６９ｃｍ 

 朝鮮輿地図 天下図・中国図・東国八道大捴（朝鮮）・咸鏡道・江原道・京畿道・忠清道・全羅道・慶尚

道・黄海道・平安道・日本図面・琉球図面 木版１３図 ３０ｘ４９４ｃｍ 

 箱根 箱根登山鉄道鳥瞰図原画 東京鉄道交通社図案部峰華画 小田原から強羅までの鉄道、強

羅から早雲山までのケーブル、上部に芦ノ湖、箱根町、富士山が描かれる。 ポスター原画と思わ

れる。 １１５ｘ１６５ｃｍ 

 大日本分県趣味之旅行図 千葉県 千葉市多田屋中等教科書部 ２８ｘ７９ｃｍ 

 増補改正今井谷六本木赤坂絵図 嘉永３年 尾張屋清七 木版色刷 ４９ｘ５３ｃｍ 

大阪市区分地図 此花区・西淀川区・北区 和楽路屋 ５５ｘ７９ｃｍ 全十五区内 

大日本早引細見絵図 安政４年 絵図屋庄八 ３７ｘ１４９ｃｍ 

増訂伊豆七島全図 五百部限定 長山貫録 木版色刷 ８０ｘ１０２ｃｍ 

新刻日本輿地路程全図 弘化３年１８４６年 栗原信玄 ７４ｘ１００ｃｍ 

２・古典籍・古記録 

 改正官員録全 明治１７年 横本３０９丁 

 三玉和歌集類題 全７冊 木版 元禄９年１６９６年刊寛政４年１７９２年再板 松井幸隆編 

春夏秋冬各部、恋部、雑部上下２冊計７冊 和装本 

 豪傑勲功録 全１０冊中第２巻欠９冊 文政８年１８２５年 摂都暁鐘成編画図  

 太平記 元禄１１年１６９８年 木版絵入本全４０巻１１冊 横本 題箋欠 第１巻表紙欠 

木箱入り 

 絵本甲陽軍記 巻１総目録・巻１ 木版 

 太閤軍記巻１－３ 古刊本 木版 ３冊 安土山殿守焼亡の事・朝鮮国御進発の人数帳肥前国名

護屋在陣衆 太田牛一  

 太平記 全４０巻内巻初（総目録・剣巻）・第１・２・３・４・９・１０・１３・１４・２１・

２２・２３・２４・３９・４０ ８冊 

 北條五代実記 全１０冊 天明３年１７８３年 木版 

 源平盛衰記 全４８巻目録１冊全２５冊内１冊巻２３・２４欠 木版 寛政８年１７９６年刊 



 秋田杉直物語 明和２年１７６５年 秋田佐竹騒動 全１０巻３冊 

 絵本朝鮮軍記 全２０巻２０冊内１１－１４・１６－２０巻９冊 寛政１２年１８００年 平壤

城大合戦・倭軍自焼朝鮮王城・大明国正使見太閤・明大軍朝鮮発向・清正入蔚山城兵飢渇・太閤醍

醐観花・加藤左馬之介水戦・伏見城に於て秀吉公薧去・凱陣の諸将伏水城に到る等合戦図多し 

３・印刷資料 

 黒谷和紙製造工程型染め２０枚・徳川期黒谷村絵図型染め ３３ｘ４８ｃｍｘ２１枚 

４・錦絵・引札・双六・絵葉書・古写真 

 錦絵名古屋から大坂まで行列図 芳年 名古屋城・大垣城・関ケ原・彦根城・膳所・大津・伏見・

淀城・守口・大坂城京橋口より入城 将軍の上洛を描いたもの ３枚続き 

 錦絵西条山の軍勢川中島江引返図 貞秀 ３枚の１枚 

 武田信玄公木曽左馬之介責 芳宗 ３枚続き 信玄とあるが図中に信玄の姿はない。信勝、勝頼

原美濃、穴山梅雪、武藤喜兵衛が見え、山城攻め絵図である。額入り 

 錦絵新田足利大合戦之図 芳虎 ３枚続き  

 横浜海岸仲通商館築栄之図 国輝 ３枚続き 

 雪月花三部作 武陽金沢八景夜景・木曽路之山川・阿波鳴門の風景 三枚続き３組 木版複製 

タトウ、外装入り、解説付き 広重 

 雪月花三部作内木曽路之山川・阿波鳴門の風景 三枚続き２組 木版複製 広重 

 引札金沢５枚。大坂１枚  

 川西祐三郎版画神戸 色紙 １９７１年以降 

 錦絵婦人音楽会 延一 ３枚続き 明治２２年 

 大日本六十余将下野足利尊氏 芳虎 春亭京鶴記 大判 

  

 伊勢名所参宮土産拾二葉 浪華素鳳画 袋付石版画 明治３０年  

 手彩色絵葉書４７枚 江戸川・綾瀬・亀戸・不忍池・大磯・三井寺・伏見稲荷・厳島・有馬・水前

寺・清水寺・大涌谷・長崎・日光滝等 

 戦前絵葉書約７００枚  

 戦前絵葉書 下関市街・富山舊船橋・水戸市街・水戸停車場・源平古戦場壇の浦・越中愛本橋・ 

 マッチラベル ７６０枚 戦後 

 浮世絵の研究 上中下３冊 昭和１８年 １０００部限定 和装本 藤懸静也 

 浮世絵聚花全巻 全１６巻  

 紙芝居 教育画劇 １６枚組４組１２枚組１０組 

  

５・軍事資料・武器武具 

 真田流遠町秘伝・真田流遠町極意之巻 火箭・箭之図（火矢筒）・六分櫓箭道之伝・真田幸村―海

野幸吉―森本義桒―佐伯信貞以下佐伯氏五代―東島直利―三ヶ島良和・天保１３年４月２８日１８

４２年・附授 福地鹿之助殿 １８ｘ１８２ｃｍ 

 大坪流秘書 折帳 １８，５ｃｍｘ４６５ｃｍｘ両面 馬術秘伝書 弘化４年１０月吉田平太定

国写 軍馬故実之事 下馬札書様故実之事 鞍馬之起本鏡鞍故実之事 磨墨馬之事 生唼馬之事 

馬之事 題字に墨書きあるも摩耗して読めず。 

 仮鞭免状 弘化５年１８４８年 鹿島流 門倉源信 ４２ｘ５８ｃｍ 

 矢のようなもの１８本 重厚な木箱入 四角錐の矢尻 長さ６０ｃｍ 矢筈に加工がないため矢と

しては使えない。 



６・城  

 慶安二年忠晴公福知山御出陣之次第・福知山入御備之図 １６４９年 文化１２年写１８１５年 

篠山城主松平信吉次男忠晴による、福知山城主稲葉紀通不行跡断絶時の福知山攻め行列を描いたも

の、篠山藩の陣容を知れる。 ２５ｘ２０２ｃｍ 

 城制口決 明和９年１７７２年 棟居景保記 北條流兵法書 

 要門觧蔽 天保８年１８３８年 八羽仁貞章記 城取等北條流兵法書 

 要門伝来聞書 明和６年１７６９年 南山剛弼近藤章高撰 北條流兵法書 

 殿中 江戸城本丸御殿絵図 彩色絵図 ４１ｘ４５ｃｍ 天保５年１８３４年 

 御庭 江戸城吹上御庭絵図 彩色絵図 ３８ｘ４９ｃｍ 天保５年１８３４年 

 城郭文献 神奈川の中世城館１－５（かながわの考古学）・津久井城跡Ⅲ・金沢城研究１１－１

３号・金沢城跡玉泉院丸庭園Ⅰ・金沢城跡橋爪門・金沢城跡石川門附属太鼓塀・金沢城跡二ノ丸内

堀菱櫓五十間長屋橋爪門続櫓Ⅱ・城郭石垣の技術と組織・金沢城普請作事資料１・同２・同３御用

留並御城方日記・金沢城跡埋蔵文化財確認調査報告書Ⅱ・岡崎市史第２巻第４編城主編岡崎城・ 

 ペーパークラフト １清須城・２名古屋城・３広島城・４安土城・５岐阜城・６弘前城・７彦根城・

８江戸城・９岡山城・１０佐倉城・１１長浜城・１２豊臣大坂城・１３伊賀上野城・１４津山城・

１５忍城・１６駿府城・１７津城・１８備中松山城・１９松本城・２０姫路城・２１復興大阪城・ 

２２沼田城・２３熊本城・２４熊本城宇土櫓・２５犬山城・２６会津若松城・２７大垣城・２８丸

亀城以上２８点揃い総額３７５８４円税込 余りのリアルさと天守だけでなく周辺地形も含まれ

るものもあり、根拠のない復元に反発を感じつつも見とれてしまった。復元堂とされる城ビジネス

は二宮さんのお城ジオラマ復元堂だけと思っていました。そういえば、いただいた資料も復元名城

完全ガイドでした。やはり、城ブームですか。必要な方、在庫があれば１式３万円でお世話します。 

 城絵葉書 手彩色旧城跡葵神社（明治の飯山城跡遠望、石垣切岸多数）・金沢城・海津城より鐘

楼・鵬城址・報徳の技芸（小田原城内報徳二宮神社３枚）・名古屋城・海津城跡（天守台を望む本丸

内部）・小諸城不門址・大和柳生４種・松本城西堀・明石城・大阪城・千葉猪熊丘・伏見御香宮大

門（旧桃山城大手門）国宝・大坂城豊公館・球磨川人吉梅花の渡（人吉城河岸石垣）・鶴岡名所鶴

岡公園の夜桜・熊本城宇土櫓・熊本旧城・水戸城趾・桃山御陵舊千畳敷跡・周防岩国吉香神社・吉

香公園・近江彦根城（天守・大手橋・大洞・城山より琵琶湖を望む・八景亭及楽々園書院・彦根城

山御野立所）・ 

７・群馬郷土資料 

 碓氷関所手形 元治２年 信州善光寺発行 信州善光寺から江戸青山善光寺まで 

 碓氷横川関所手形 嘉永６年１通・文政８年２通 吾妻郡五町田村西教院等 

 上野名跡志 上中下３冊 富田永世編 明治１５年 和装活字本 

８・資料 

 長野県諏訪郡永明村大正９年１０月１日国勢調査台帳 永明村地図付３３ｘ４９ｃｍ 第１回国勢

調査 

 近江商人事績写真帳 昭和５年 和装本上下２冊タトウ入り  

あとがき 

１・崎田欣二さんから『平成２６年度近代化遺産見学会大阪湾の砲台・台場バスツアー平成２７年

２月２５日神戸市教育委員会文化財課』成る資料等を１月ほど前に頂いた。入手、城郭文献は毎晩

９時から１２時の間に順次読んでいるが、ようやく目にした次第。内容は素晴らしいの一語、同時

に当文庫所蔵絵図類の公開をする必要に迫られた。『明石海峡沿岸深浅絵図』、『文久３年由良浦高崎

砲台之図』徳島藩作成『文久３年岩屋浦松尾（ママ）砲台図』等未整理の最近世城郭資料である。和田岬の



公園時代の地図にも砲台が描かれていた。大阪湾防衛、魅力あるテーマである。 

２・秋のシンポジウムが目白押しである。９月１２日織豊城郭研究会、９月２１日城郭遺産による街

づくり協議会、１０月１７日日本考古学協会奈良大会、１０月２４日第２２回全国山城サミット、

８月に中世城郭研究会が終了したばかり、夏の城郭界は隆盛を極めている。 

３・城郭研究家の活躍に触れる機会が増えた。毎晩９時から１２時は読書タイムにしている。ほと

んどの本は書かれている内容が理解できる程度に読み込み、解説書類は１晩に１０冊以上は見るこ

とが出来る。ところが、中世城郭研究会や城郭談話会、織豊城郭研究会等の最新情報を駆使した論

文類は１冊読み切るのに数日を要する。４０代から５０代の研究者の功績である。その頃私は仕事

に没頭していた。東京へ赴任してから３０年ほどが多忙を極めた城郭空白地帯である。この間の城

郭研究の進歩は目まぐるしい。縄張調査は全国に行きわたり、分析研究が盛んに行われている。こ

の空白は取り戻しがたい。年齢的にも今更、縄張調査でもない。３０年傍らで行った城郭資料探索

の継続は可能である。城郭研究家による城郭資料コレクションが研究に寄与することも可能である。

全国の城郭絵図展開催であり、各種学会紙への資料紹介である。４２年前のバイタリテイが今再現

できるとは思えない。６７歳という年齢は城郭世界に何を残そうかと考える年かもしれない。２０

歳の精神年齢による煮えたぎる城への情熱は爆発寸前であるが、記憶力と体力が減退している。成

長して独立する子供たち、初孫を見るにつけ、仕事としてきた印刷産業の隆盛を見るにつけ、それ

ぞれ、自分のいない世界は構築できた。後は２４時間城あるのみ。 

５・書庫の整理 

 ３階からの撮影用に考えた２階のホールも「上州動乱 絵図にみる戦国城館」展を最後に資料で

埋まっている。来客宿泊用の和室も収蔵庫である。額室も地図室も踏み込めない。夏を利用して、

来客も多数あり、日夜片づけた。調査できる環境にはできた（資料があるところにある状態）が、

それでも、ホールも客室も埋まっている。古書同好会や骨董市出展のための資料が山積みにされて

いる。当面、城郭以外の資料は放出したい。額類、軸類もようやく分類整理した。嵩張る不要品を

処分することにし、元の状態に戻したい。と思っていても、昨日も大型の車一杯に及ぶ『箱根登山

鉄道鳥瞰図原画』を購入した。博物館機能を取り戻すのは何時の事かわからない。 

６・同好会目録の受注が盛況である。 

 ８月末に発行された古書同好会目録は４８０点の古文書等（武術書等）を掲載した。全国２千数

百通の配布の効果は大きい。大学等全国から引き合いをいただく。ただ、同じものに発注が重なる。

申し訳ないが、ほとんど、オンリーワン。一点限りです。お詫びするしかない。今後も数百点の江

戸図、道中図、東京図、海図、地形図等城郭絵図以外はいったんすべて処分し、埋もれているスペ

ースを開けたい。額室はようやく整理できた。城の日本画、洋画、版画、中国画、錦絵、欧版地図、

欧版日本地図、ポスター、屏風等である。いずれ、目録を作成したい。後、未整理の中心は数百本

に上る掛軸類がある。城と地図の掛軸が大半であるが、これも主要なもの以外は処分していきたい。 
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